
瞬
間
接
着
テ
ー
プ
を
開
発
共
同
技
研
化
学
｜

埼
玉
県
西
部
で
最
大
級
メ
ッ
キ
処
理
設
備
保
有
高
松
電
鍍
工
業
｜

地
震
感
知
ス
ト
ッ
パ
ー
を
発
売
ケ
ー
ジ
ー
エ
ス
｜

脱
脂
炉
か
ら
の
排
煙
を
無
臭
・
無
害
に
Ｅ
＆
Ｍ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
｜

微
細
ネ
ジ
締
結
用
電
動
ト
ル
ク
管
理
ド
ラ
イ
バ
ー
開
発
バ
ン
ガ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
｜

ス
テ
ン
レ
ス
並
み
の
耐
食
ア
ル
マ
イ
ト
処
理
が
好
調
エ
ム
エ
フ
ケ
イ
｜

日本経済復活を先導する
　　 ２０１３年 平成２５年 ６月２６日 水曜日 【広告特集】 （ ）

メ
ッ
キ
を
施
し
た

製
品
群

　
高
松
電
鍍
工
業

埼
玉
県

狭
山
市
、
高
橋
利
行
社
長
、

０
４
・
２
９
５
４
・
７
６
１

１

は
、
１
９
４
７
年
の
創

業
か
ら
お
よ
そ

年
の
間
、

表
面
処
理
一
筋
に
歩
ん
で
来

た
。
ア
ル
ミ
、
鉄
、
真
ち
ゅ

う
、
ス
テ
ン
レ
ス
材
な
ど
の

メ
ッ
キ
に
幅
広
く
対
応
。
電

子
部
品
、
電
気
部
品
、
医
療

部
品
、
自
動
車
部
品
、
精
密

部
品
な
ど
い
ず
れ
も
欧
州
の

Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
規
制
に
対
応
し
て

い
る
。
埼
玉
西
部
地
域
で
は

最
大
級
の
メ
ッ
キ
処
理
工
場

で
も
あ
る
。

　
主
要
営
業
品
目
は
光
沢
ニ

ッ
ケ
ル
め
っ
き
、
無
電
解
ニ

ッ
ケ
ル
め
っ
き
、
黒
ニ
ッ
ケ

ル
め
っ
き
、
ク
ロ
ム
め
っ

き
、
亜
鉛
ク
ロ
メ
ー
ト

ユ

ニ
ク
ロ
・
ク
ロ
メ
ー
ト
・
黒

ク
ロ
メ
ー
ト
・
３
価
ク
ロ
メ

ー
ト

、
貴
金
属
め
っ
き

金
・
銀

、
銅
め
っ
き
、

ア
ル
マ
イ
ト
加
工

白
・
有

色
・
硬
質

、
３
価
ク
ロ
ム

め
っ
き
、
ア
ロ
ジ
ン

３
価

ア
ロ
ジ
ン
処
理

、
不
動
態

化
処
理
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。

　
「
人
に
も
環
境
に
も
優
し

い
企
業
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

平
成
６
年
に
は
埼

玉
県
か
ら
「
彩
の

国
工
場
」
の
指
定

を
受
け
る
な
ど
、

外
部
評
価
も
高

い
。
試
作
品
、
量

産
品
の
ど
ち
ら
に

も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
生
産
体
制
が

強
み
で
も
あ
る
。

　
バ
ン
ガ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

埼
玉
県
所
沢
市
、
池
野
成

雄
社
長
、
０
４
・
２
９
５
１

・
５
３
８
１

は
、
Ｍ
０
・

８
以
下
の
微
細
ネ
ジ
締
結
に

適
し
た
電
動
ト
ル
ク
管
理
ド

ラ
イ
バ
ー
を
開
発
し
た
。
締

結
ト
ル
ク
の
バ
ラ
ツ
キ
を

５
％
以
内
に
抑
え
た
。
手

動
用
と
ロ
ボ
ッ
ト
搭
載
タ
イ

プ
が
あ
る
。
Ｘ
Ｙ
軸
に
加
え

オ
プ
シ
ョ
ン
で
Ｚ
軸
搭
載
可

能
。
サ
イ
ズ
は
長
さ
１
５
８

×
幅

×
奥
行
き

・

５

。
発
売
は
９
月
。

　
独
自
技
術
で
あ
る
ス
テ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
を
用
い
た

サ
ー
ボ
制
御
機
構
や
新
方
式

の
ネ
ジ
吸
着
法
を
採
用
。
ネ

ジ
締
め
付
け
方
式
に
は
、
ネ

ジ
破
断
に
至
ら
な
い
程
度
の

ト
ル
ク
で
締
結
す
る
「
ト
ル

ク
勾
配
法
」
を
利
用
す
る
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ネ
ジ
締
め
付

け
条
件
や
パ
タ
ー
ン
が
設
定

可
能
。

種
類
の
ネ
ジ
締
め

付
け
パ
タ
ー
ン
設
定
を
記
憶

で
き
る
ほ
か
、
締
結
ト
ル
ク

の
履
歴
管
理
も
で
き
る
。

　
同
社
既
存
の
装
置
技
術
で

あ
る
小
型
部
品
の
自
動
検
査

・
テ
ー
ピ
ン
グ

化
技
術
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と

で
「
微
細
ネ
ジ

締
結
工
程
の
全

自
動
化
も
可

能
」

池
野
社

長

と
し
て
い

る
。

　
共
同
技
研
化
学

濱
野
尚

吉
社
長
、
０
４
・
２
９
４
４

・
５
１
５
１

は
工
業
部
材

な
ど
の
接
着
に
利
用
で
き
る

両
面
接
着
用
「
瞬
間
接
着
テ

ー
プ

写
真
」
を
開
発
し

た
。
貼
り
合
わ
せ
後
約
１
時

間
で
接
着
力
が

１

０
０

と
、
汎
用
の
ゴ
ム

は
ん
よ
う

系
接
着
剤
を
し
の
ぐ
接
着
力

を
持
つ
。
弾
性
が
あ
る
た
め

位
置
ズ
レ
や
衝
撃
に
強
く
、

市
販
の
瞬
間
接
着
剤
な
ど
に

比
べ
経
年
劣
化
が
少
な
い
の

も
特
徴
。
電
機
、
自
動
車
、

木
工
家
具
向
け
接
合
用
途
な

ど
と
し
て
月
内
に
量
産
試
作

を
開
始
し
、
年
内
の
市
販
化

を
目
指
す
。

　
自
動
車
部
品
の
防
水
シ
ー

ル
な
ど
の
接
合
工
程
で
は
従

来
、
両
面
テ
ー
プ
で
仮
止
め

し
て
か
ら
、
接
着

剤
を
塗
る
な
ど
し

て
い
た
。
「
瞬
間

接
着
テ
ー
プ
を
利

用
す
る
こ
と
で
、

こ
う
し
た
マ
ル
チ

工
程
が
一
工
程
で

済
む
よ
う
に
な

る
」

濱
野
社

長

と
い
う
。

　
同
両
面
テ
ー
プ

は
、
ア
ク
リ
ル
系

の
両
面
テ
ー
プ
粘

着
層
内
部
に
、
空

気
中
の
水
分
で
硬
化
す
る
触

媒
を
封
じ
込
め
て
お
り
、
テ

ー
プ
接
着
後
に
硬
化
反
応
が

進
む
仕
組
み
。
粘
着
層
の
中

の
厚
み
方
向
に
分
子
量
の
勾

配
を
付
け
、
表
面
層
と
中
間

層
に
異
な
っ
た
物
性
の
構
造

を
形
成
す
る
同
社
独
自
の

「
分
子
勾
配
膜
」
技
術
を
用

い
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
テ
ー

プ
の
接
着
品
質
保
持
や
、
任

意
の
接
着
力
形
成
」

同

を
可
能
に
し
た
。

　
テ
ー
プ
の
横
幅
は
任
意
に

設
定
で
き
る
が
、
幅
数

以
下
な
ど
薄
幅
品
に
つ
い
て

は
、
接
着
力
の
劣
化
を
避
け

る
た
め
耐
水
性
の
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
フ
ィ
ル
ム
袋
に
入
れ
て

出
荷
す
る
予
定
。

　
Ｅ
＆
Ｍ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ

埼
玉
県
朝
霞
市
、
瓶
子

公
延
社
長
、
０
４
８
・
４
５

６
・
８
６
６
５

は
、
部
品

の
粉
末
焼
結
工
程
で
用
い
ら

れ
た
決
着
材
料

バ
イ
ン
ダ

ー

除
去
に
用
い
る
脱
脂
炉

の
専
業
メ
ー
カ
ー
。
排
煙
に

対
す
る
優
れ
た
脱
臭
機
構
に

大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
同
脱

臭
機
構
の
み
を
独
立
さ
せ
客

先
既
設
炉
に
も
対
応
で
き
る

「
排
気
燃
焼
炉

写
真
」
装

置
と
し
て
の
販
売
も
行
う
。

　
最
近
は
特
に
「
工
場
に
対

す
る
居
住
区
の
接
近
な
ど
に

苦
慮
す
る
金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

取
り
付
け
依
頼
が
増
え
て
い

る
」
と
い
う
。

　
排
気
燃
焼
炉
は
、
排
気
口

が
合
え
ば
、
ど
の
メ
ー
カ
ー

の
脱
脂
炉
に
も
接
続
が
可

能
。
１
台
で
脱
脂
炉
２
台
分

迄
の
排
気
を
処
理
で
き
る
。

天
井
の
高
い
工
場
で
は
工
場

内
に
そ
の
ま
ま
排
気
で
き
る

た
め
装
置
か
ら
の
ダ
ク
ト
設

備
が
不
要
。
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
。

　
脱
脂
炉
内
か
ら
の
煙
を
、

長
さ
５

長
の
ラ
ビ
リ
ン
ス

状
燃
焼
管
に
通
し
焼
却
す
る

仕
組
み
。
徹
底
焼
却
に
よ
り

ほ
と
ん
ど
の
悪
臭
お
よ
び
有

害
物
を
除
去
で
き
る
。
排
煙

温
度
を
調
節
可
能
な
「
排
気

温
度
調
節
器
」
を
装
備
。
８

０
０
度
Ｃ
程
度
の
排
気
を
最

大
で

度
Ｃ
ま
で
下
げ
ら
れ

る
。

　
ケ
ー
ジ
ー
エ
ス

埼
玉
県

小
川
町
、
博
松
武
男
社
長
、

０
４
９
３
・
７
２
・
７
３
１

１

は
、
視
覚
障
害
者
用
機

器
お
よ
び
ソ
レ
ノ
イ
ド
製
品

が
主
力
。
中
で
も
、
点
字
ピ

ン
を
上
下
す
る
た
め
の
ソ
レ

ノ
イ
ド
駆
動
セ
ル

点
字
セ

ル

に
お
い
て
、
世
界
で
７

割
程
度
の
シ
ェ
ア
を
握
る
。

小
川
町
の
本
社
工
場
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
工
場
、
上
海
工
場
の

３
拠
点
で
、
研
究
開
発
・
適

地
生
産
を
行
う
。
２
０
１
２

年
に
は
ソ
レ
ノ
イ
ド
を
用
い

た
ア
イ
デ
ア
製
品
と
し
て
、

地
震
向
け
転
倒
防
止
機
器

「
地
震
感
知
ス
ト
ッ
パ
ー

写
真
」
を
市
場
投
入
。
大
手

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が
可
動

式
医
療
機
器
と
セ
ッ
ト
で
の

販
売
計
画
を
進
め
る
な
ど
、

話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

　
「
地
震
感
知
ス
ト
ッ
パ

ー
」
は
、
大
型
地
震
の
揺
れ

を
セ
ン
サ
ー
で
感
知
し
、
キ

ャ
ス
タ
ー
付
き
事
務
機
器
な

ど
重
量
物
の
転
倒
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。
樹
脂
製

の
平
面
床
で
用
い
る
。
キ

ャ
ス
タ
ー
台
の
下
部
に
取

り
付
け
た
ス
ト
ッ
パ
ー
か

ら
、

角
の
粘
着
ゴ

ム
付
き
プ
レ
ー
ト
が
ソ
レ

ノ
イ
ド
駆
動
で
落
ち
、
床

に
粘
着
ゴ
ム
で
張
り
付
く

仕
組
み
。
病
院
の
手
術
用

キ
ャ
ス
タ
ー
向
け
な
ど
と

し
て
引
き
合
い
が
相
次
い

で
い
る
。

　
合
わ
せ
て
、
Ｏ
Ａ
機
器
な

ど
の
底
面
に
粘
着
ゴ
ム
で
貼

り
付
け
る
タ
イ
プ
の
「
固
定

式
耐
震
ス
ト
ッ
パ
ー
」
を
発

売
し
た
。
粘
着
ゴ
ム
が
つ
い

た
１
０
５

四
方
の
ス
テ

ン
レ
ス
プ
レ
ー
ト
２
枚
が
１

セ
ッ
ト
で
、
双
方
を
ス
テ
ン

レ
ス
ワ
イ
ヤ
で
接
合
。
そ
れ

ぞ
れ
を
耐
震
を
必
要
と
す
る

機
器
の
底
面
と
床
に
貼
り
付

け
固
定
す
る
こ
と
で
地
震
時

の
転
倒
を
防
ぐ
仕
組
み
。

　
両
機
種
と
も
、
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
技
術
研
究
所
で
東
日
本

大
震
災
「
仙
台
波
」
震
度
６

強
の
振
動
実
験
を
行
い
、
耐

震
性
を
確
認
済
み
。
一
度
接

着
し
た
粘
着
ゴ
ム
は
ね
じ
る

だ
け
で
簡
単
に
取
り
外
し
で

き
、
水
洗
い
に
よ
り
何
度
で

も
再
接
着
で
き
る
。
接
着
持

続
力
は
５
年
間
が
目
安
。

　
エ
ム
エ
フ
ケ
イ

埼
玉
県

日
高
市
、
古
屋
十
三
栄
社

長
、
０
４
２
・
９
８
４
・
０

３
３
３

は
蓚
酸
ア
ル
マ
イ

ト
、
硬
質
ア
ル
マ
イ
ト
を
始

め
、
ア
ノ
ダ
イ
ズ
、
電
解
研

磨
、
化
学
研
磨
、
精
密
洗
浄

な
ど
の
表
面
処
理
お
よ
び
オ

リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ト
を
手
が
け

る
。
中
で
も
独
自
の
「
Ｍ
Ｆ

コ
ー
ト
」
は

―

の

厚
さ
で
ス
テ
ン
レ
ス
並
の
高

耐
食
性
を
実
現
す
る
優
れ
た

ア
ル
マ
イ
ト
被
膜
だ
。
半
導

体
製
造
装
置
や
油
圧
・
空
圧

シ
リ
ン
ダ
ー
向
け
な
ど
、
高

耐
食
性
や
耐
摩
耗
性
が
要
求

さ
れ
る
分
野
に
数
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。

　

年
に
新
設
し
た
現
在
の

本
社
工
場

写
真

は
、
上

水
道
の
使
用
量
を
極
力
抑
え

る
な
ど
最
先
端
の
工
夫
を
凝

ら
し
た
環
境
配
慮
型
工
場

だ
。
古
屋
社
長
は
「
中
小
企

業
で
あ
っ
て
も
技
術
力
で
稼

げ
な
け
れ
ば
将
来
は
な
い
。

円
安
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
一
度
出
て
行
っ
た
工
場
が

日
本
に
戻
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
」
と
独
自
技
術
で
の
生

き
残
り
を
模
索
す
る
。

　
そ
の
一
つ
の
研
究
テ
ー
マ

が
、
同
社
の
ア
ル

マ
イ
ト
表
面
処
理

で
表
面
に
生
ず
る

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
径

の
ハ
ニ
カ
ム
構
造

の
有
効
利
用
だ
。

ハ
ニ
カ
ム
内
に
酸

化
チ
タ
ン
な
ど
紫

外
線
で
活
性
化
す

る
触
媒
被
膜
を
入

れ
、
大
気
浄
化
装

置
な
ど
に
利
用
す

る
実
験
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
５
０
０

Ｈ
Ｖ
程
度
の
硬
度
を
持
つ
Ｍ

Ｆ
コ
ー
ト
を
８
０
０
Ｈ
Ｖ
に

ま
で
上
げ
る
研
究
に
着
手
す

る
な
ど
、
ア
ル
マ
イ
ト
被
膜

が
持
つ
潜
在
性
を
と
こ
と
ん

追
求
し
て
い
る
。


